
 

 

図 1.3-a 評価分析の枠組み 

評価対象         評価手段       評価項目       評価内容（第 3 章「評価」の対応頁） 

 
１．援助政策の 

基本的な理念 

２．援助政策の 

策定・実施過程 

３．援助政策の 

効果 

開発体系図 

フローチャート 

デザイン 

マトリックス 

理念の妥当性 

過程の効率性 

過程の適切性 

政策の有効性 

政策の 

インパクト 

１）日本の ODA 政策との整合性 （P 3-4～） 

２）スリランカの開発計画にあるニーズ、優先度との整合性 （P 3-7～）

１）実施機関への反映の迅速性 (P3-34～) 

２）連携・協調の有無 (P3-35) 

１）政策目標全般のマクロ指標分析 (P3-37～) 

２）分野毎のマクロ指標分析 (P3-38～) 

策定過程 

実施過程 

実施過程 

策定過程 

１）政策策定・見直し過程に関わる組織の適正さ  (P3-23～) 

２）お互いのニーズの反映、ニーズの変化への対応 (P3-24～) 

３）自立発展性への配慮をする過程 (P3-27～) 

１）重複などの無駄がないか (P3-32～)  ２）迅速性 (P3-33～) 

１） JICA、JBIC の事業実施計画、国別業務実施方針への「国別援助方

針」の活用 (P 3-28～) 

２） 案件形成・実施過程への「国別援助方針」の反映 （P 3-29～） 


